
３～４月において、都の自殺相談窓口では、新型コロナウイルス感染症を主な背景とする
相談が全体の１～２割を占めた。
感染症の影響による、更なる相談需要が見込まれたことから、６月１日から当面の間、相

談体制の拡充を図ることとした。

１ 東京都自殺相談ダイヤル～こころといのちのほっとライン～

≪従前≫ ≪令和２年６月～≫
午後２時～午後６時 １回線 午後２時～午後６時 ２回線
午後６時～午後１０時 ２回線 午後６時～午後１０時 ２回線
午後１０時～午前３時 ２回線 午後１０時～午前３時 ２回線
午前３時～午前６時 １回線 午前３時～午前６時 ２回線

拡充

２ SNS自殺相談～相談ほっとLINE＠東京～

≪従前≫ ≪令和２年６月≫
午後５時～午後１０時 ５回線 午後５時～午後１０時 ６回線

≪７月～≫
午後５時～午後１０時 ７回線

※９月・３月の強化月間は７回線 ※強化月間の取組として8月20日～
午後3時～午後10時

≪９月20日～≫
午後３時～午後５時 ３回線
午後５時～午後10時 ７回線（継続）

拡充

つなぎ先機関への仲介等を行う上で重要な日中[14時～18時]と深刻かつ長時間の相談
が集中する早朝[翌3時～6時]の人員を強化し、常時2回線を確保する。

休校明けによる相談の増加・自殺リスクの高まりが想定される6月から回線を拡充し、安定的
に相談を受けられる体制を整備する。

また、従前は自殺対策強化月間（9月・3月）に限り相談を受け付けていた午後3時～午
後5時について、9月20日以降通年度で事業実施する。

➡今後も、自殺者や相談者の動向を踏まえ、必要な相談体制を整備する。

電話及びSNSによる自殺相談事業について
資料３
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「自殺相談ダイヤル」実績（9月末現在）

(1) 年代別相談件数

新型コロナウイルス感染症流行下の相談傾向の変化を把握するため、令和2年3月以降の相談者
属性及び相談内容を比較する。※令和2年4月～暫定値【令和2年度体制】6月～常時2回線
6月の体制拡充以降、相談件数は増加傾向にある。

・ 6・7月は、20代が増加傾向にあったが、8月以降は減少し、40代以上が増えている。

(２) 性別相談件数

・ 4月以降、男性の割合が増加傾向にある。9月は前年度計と比べて約3.5割増。

1791

1749

1849

1660

1768

1802

1947

20216

21

36

31

48

52

50

47

382

288

284

276

313

352

265

280

3703

388

279

348

242

285

291

356

4053

457

414

519

436

469

558

527

5831

416

439

455

433

400

388

430

4168

147

194

161

117

150

183

219

1299

32

50

23

28

25

19

48

277

42

53

36

43

35

48

40

503

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年3月

令和2年4月

令和2年5月

令和2年6月

令和2年7月

令和2年8月

令和2年9月

（参考）令和元年度

10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

0

0

0

0

0

0

0

0

555

598

700

617

639

678

783

6020

1236

1151

1148

1042

1128

1122

1162

14189

0

0

1

1

1

2

2

7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年3月

令和2年4月

令和2年5月

令和2年6月

令和2年7月

令和2年8月

令和2年9月

（参考）令和元年度

男 女 不明
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169 153 129 134
185 168 168 1952

484
452 534 469

518
512

505
5567

462
556 558

418

437 
483 

549 
5011

77

101
70

71

61 74 
89 

875

227

174
189

178

209 208 
216 

2294

135
108

142

137

120 123 
153 1610

9
7 6

13
15 9 11 139

87
87 90

103
96 106 

102 1100

74 34 66
63

68 66 
71 836

67 77 65 74 59 53 83 832

その他

その他人間関係

友人・恋愛

学校・進路

職場・就職

家庭内不和

経済・DV等

心理的問題

精神症状

希死念慮

(３) 主訴別相談件数

・ 全体として、従前から引き続き「精神症状」と「心理的問題」が多い。特に9月は、「心理的
問題」の割合が増えている。
・ 7月は「希死念慮」に関する相談が増加している。
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（５）新型コロナウイルス感染症を要因とする相談

新型コロナウイルス感染症を背景・要因とする相談を精査し、主訴を以下６項目に分類した。

分類 相談内容（例）

仕事(失業）・経済問題 雇止めや派遣切りにあった、お金がない 等

家庭問題 家に家族がずっといて鬱屈としている、家族と喧嘩するようになった

生活の変化 勤務形態が変わった、外出自粛で鬱屈としている 等

精神悪化
自分をコントロールできなくなった、大声を出してしまうようになった、病院に行け
ず薬が飲めなくて調子が悪くなった 等

コロナ症状 発熱が続いてて不安、咳・倦怠感がありPCR検査を受けたい 等

感染の不安（身体症状なし） うつったらどうしよう

・ 緊急事態措置下であった4月を除き、感染症を背景・要因とする相談の割合は、概ね１割
未満で推移している。
・ 感染症を背景・要因とする相談の件数は、4月をピークに減少傾向にあったが、再流行を受
け、 7月は増加した。

8

51

34

33

29

15

28

1

33

23

13

11

2

10

12

111

44

10

34

24

34

5

24

13

22

42

7

4

7

22

8

0

1

0

4

14

60

26

2

7

12

16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3月

(47件/2.6%)

4月

(301件/17.2%)

5月

(148件/8.0%)

6月

(80件/4.8%)

7月

(124件/7.0%)

8月

(60件/3.3%) 

9月

(96件/5.3%) 

経済問題 家庭問題 生活の変化 精神悪化 コロナ症状 感染の不安
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「SNS自殺相談」実績（９月末現在）

(１) 年代別相談件数

新型コロナウイルス感染症流行下の相談傾向の変化を把握するため、令和2年3月以降の相談者
属性及び相談内容を比較する。※令和2年4月～暫定値
【令和2年度体制】4-5月:5回線、6月:6回線、7月～:7回線、9月20日～:15時受付開始
6月の体制拡充以降、相談件数は増加傾向にある。

・ 休校明けの6月・7月を除き、全体として30代以下の相談者の割合が減っている。

・ 3・4月、7・8月は男性が多い傾向にあった。

(２) 性別相談件数

30代以下
割合

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 元年度

71.9% 72.3% 71.6% 77.1% 74.7% 68.8% 68.9% 78.0%

230

190

151

164

234

240

187

1597

643

544

550

656

717

761

864

5807

25

17

15

19

36

31

50

224

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年3月

令和2年4月

令和2年5月

令和2年6月

令和2年7月

令和2年8月

令和2年9月

（参考）令和元年度

男 女 不明

191

189

194

315

419

332

362

2977

185

135

116

148

132

138

184

1368

270

219

203

184

186

240

213

1608

163

133

146

110

168

186

145

1094

55

45

30

51

42

83

73

315

6

6

11

1

2

1

57

15

1

0

0

1

0

0

0

1

27

24

16

29

38

52

67

250

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年3月

令和2年4月

令和2年5月

令和2年6月

令和2年7月

令和2年8月

令和2年9月

（参考）令和元年度

10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

898

751

716

839

987

1032

1101

7628
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(３) 主訴別相談件数

・ 依然として、「精神症状」及び「心理的問題」に関する相談が多い。
・ 長期休業明けの6・7月及び9月は、学校・進路の相談が増えている。

148 

70 67 80 103 103 90 
963 

221

175

222

201
258 278 316 1655

124 

180 

127 

142 

154 
178 155 

955 

52 

75 53 

37 
47 

47 

44 

326 

72 

71 80 

103 
98 

128 

91 

654 

74 

58 43 

47 
39 

68 

68 

609 

32 

25 26 

91 
117 

63 

117 

1,012 

65 

36 42 
48 

49 40 73 
607 

40 
18 9 24 

33 23 
30 293 

20 10 11 9 22 32 19 155 
その他

その他人間関係

友人・恋愛

学校・進路

職場・就職

家庭内不和

経済・DV等

心理的問題

精神症状

希死念慮
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（４）新型コロナウイルス感染症を要因とする相談

新型コロナウイルス感染症を背景・要因とする相談を精査し、主訴を以下６項目に分類した。

分類 相談内容（例）

仕事(失業）・経済問題 雇止めや派遣切りにあった、お金がない 等

家庭問題 家に家族がずっといて鬱屈としている、家族と喧嘩するようになった

生活の変化 勤務形態が変わった、生活リズムが崩れる、外出自粛で鬱屈としている 等

精神悪化
自分をコントロールできなくなった、大声を出してしまうようになった、病院に行け
ず薬が飲めなくて調子が悪くなった 等

コロナ症状 発熱が続いてて不安、咳・倦怠感がありPCR検査を受けたい 等

感染の不安（身体症状なし） うつったらどうしよう

・ 感染症を背景・要因とする相談の割合は、4・5月は1割を超えていたが、6月以降、減少傾
向にある。

13

34

23

13

10

7

16

9

12

19

14

10

2

4

25

21

22

36

34

19

13

2

13

18

11

6

2

8

1

1

3

1

1

3

2

10

9

1

0

6

3

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3月

(60件/6.7%)

4月

(90件/12.0%)

5月

(86件/12.0%)

6月

(75件/8.9%)

7月

(67件/6.8%)

8月

(36件/3.5%)

9月

(47件/4.3%)

経済問題 家庭問題 生活の変化 精神悪化 コロナ症状 感染の不安
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（５）アンケート実施結果【6月・暫定値】

令和2年6月から、相談対応の質向上に役立てるため、相談終了後、BOT機能を活用したア
ンケートを実施している。
※ 原則として新規相談者に対してのみ実施。

設問メッセージ 選択肢（最大4択／単一回答）

1

このアカウントに相談してみようと思ったきっか

けを教えてください。

① この質問には回答しない

② 一人では解決できないと思ったから

③ 電話や対面よりも話しやすいから

④ 普段使っているアプリ(LINE)だと使

いやすいから

2

ご自身の気持ちを受け止めてもらえたと感じ

ましたか？

① そう思う

② ややそう思う

③ そう思わない

④ わからない／回答しない

3

ご自身の抱えている悩みや気持ちについて整

理する機会になりましたか？

① そう思う

② ややそう思う

③ そう思わない

④ わからない／回答しない

4

ご自身の悩みを解決するために、何かしてみ

ようという気持ちになりましたか？

① そう思う

② ややそう思う

③ そう思わない

④ わからない／回答しない

5

今回ご相談いただいた内容について「相談

ほっとLINE＠東京」以外に相談できるところ

はありますか？

① 既に相談している

② 今後相談するつもり

③ ほかに相談できるところがない

④ 回答しない

6

最後に、何か伝えたいことがあれば、メッセー

ジを送信してください。特にない場合は、「特

になし」をタップしてください。

＊送信内容は、今後の相談対応の参考とさ

せていただきます。直接お返事や対応をする

ものではありません。お話したいことがある場合

は、受付時間内に改めて相談してください。

① （自由記述）

② 特になし

【6月度新規相談者】360名
【回答数】１：278件、２：278件、３：277件、４：276件、５：275件（約76%)
【自由記述】71件
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79

85

79

35

① この質問には回答しない

② 一人では解決できないと思ったから

③ 電話や対面よりも話しやすいから

④ 普段使っているアプリ(LINE)だと使いやすいから

１ このアカウントに相談してみようと思ったきっかけを教えてください。

122

64

23

69

① そう思う ② ややそう思う

③ そう思わない ④ わからない／回答しない

２ ご自身の気持ちを受け止めてもらえたと感じましたか？

【結果と評価】
・ 「一人では解決できないと思った
から」が最も多く、30.6%だった。

・ 次点は「電話や対面よりも話し
やすいから」（28.4%）だった。
➡電話や対面での相談に抵抗感
のある方にとって相談しやすい窓口
であることがわかる。

・ 「普段使っているアプリ(LINE)
だと使いやすいから」は12.6%を占
めた。
➡他の選択肢よりもLINEであるこ
とを重視する相談者が一定数いる
ことがわかる。

（わからない／回答しない：
12.6％）

【結果と評価】
・ 「そう思う」と「ややそう思う」の合
計は66.9%だった。
➡大半の相談者は気持ちを受け
止めてもらったと実感している。

・ 一方、「そう思わない」は8.3%
だった。
➡気持ちを受け止めてもらえなかっ
たと感じた要因を、分析する必要
がある。

（わからない／回答しない：
24.9％）
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３ ご自身の抱えている悩みや気持ちについて整理する機会になりましたか？

４ ご自身の悩みを解決するために、何かしてみようという気持ちになりましたか？

111

74

33

59

① そう思う ② ややそう思う

③ そう思わない ④ わからない／回答しない

90

71

39

76

① そう思う ② ややそう思う

③ そう思わない ④ わからない／回答しない

【結果と評価】
・ 「そう思う」と「ややそう思う」の合
計は66.8%だった。
➡ほとんどの相談者は、本相談を
通じて悩みや気持ちを整理する機
会になったと感じている。

・ 「そう思わない」は11.9%だっ
た。
➡こうした相談者にとって、相談窓
口がどのような役割を果たせるか検
討する必要がある。

（わからない／回答しない：
21.3％）

【結果と評価】
・ 「そう思う」と「ややそう思う」の合
計は58.3%だった。
➡ほとんどの相談者は、本相談を
通じて悩みに対する対応をとる意
欲を持てたことがわかる。

・ 「そう思わない」は14.1%だっ
た。
➡相談者のおかれた環境や悩み
の性質により、回答が分かれる設
問であるため、どのような性質の相
談者がこの回答を選択するのか注
視したい。

（わからない／回答しない：
27.5％）
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５ 今回ご相談いただいた内容について「相談ほっとLINE＠東京」以外に相談できるところは

ありますか？

50

63

87

75

① 既に相談している

② 今後相談するつもり

③ ほかに相談できるところがない

④ 回答しない

【結果と評価】
・ 「すでに相談している」と「今後相
談するつもり」の合計は回答者の
41.4%だった。
➡多くの相談者は、本相談窓口以
外にも相談できる相手がいることがわ
かる。

・ 一方、「ほかに相談できるところが
ない」は31.6%であり、相談者の孤
立が浮き彫りとなった。
➡必要に応じて、相談を通じ、身近
に相談できる相手を掘り起こすと共
に、支援機関等の情報を提供するこ
とが求められる。

（わからない／回答しない：
27.3％）

６ 最後に、何か伝えたいことがあれば、メッセージを送信してください。

分類 主な回答（複数分類あり） 回答数

自殺をやめた 死ぬのをやめた。生き延びた。 ２

感謝
優しかった。否定されず安心した。心が軽くなった。気持ちが落ち
着いた。励ましてもらった。また相談したい。

43

宣言
悩みを解決できるように働きかけようと思う。紹介された機関に相
談してみる。

10

質問 ～と思ってしまうがどうすればいいか。 ２

要望
もっとアドバイスがほしい。何時まで相談できるのか知りたい。もっと
話したかった。

８

苦情 時間が短くて残念。一方的に終話した。返信が遅い。 5

気持ちの吐露 つらい。 11
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